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『女生徒』（昭和十四年）に、素材となった一読者有明淑（通
称
淑
子
）
の
日
記
が
存
在
す
る
事
は
、
津
島
美
知
子
に
よ
っ
て
、
昭
和
一
一
十
三
年
に
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
日
記
は
非
公
開
と
さ
れ
て
き
た
た
め
、
作
品
と
素
材
日
記
の
関
係
は
長
い
間
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
十
二
年
、
津
島
美
知
子
よ
り
日
記
を
寄
託
さ
れ
て
い
た
青
森
県
近
代
（舷Ｉ）
文
学
館
に
よ
っ
て
、
日
記
が
公
開
ざ
れ
詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
た
び
、
私
は
、
『
女
生
徒
』
と
日
記
と
比
較
し
精
査
し
て
み
た
結
果
、
『
女
生
徒
』
は
、
モ
チ
ー
フ
、
表
現
と
も
、
大
部
分
が
有
明
日
記
に
依
拠
し
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
こ
と
が判明した。しかし、文体と内容の再構成によって、『女生徒』
は
、
一
つ
の
独
立
し
た
作
品
と
し
て
評
価
出
来
る
と
私
は
判
断
す
る
。
太
宰
の
改
変
に
よ
る
、
列
挙
、
体
言
止
め
、
読
点
の
多
用
と
い
っ
た
表
現
は
じ
め
に
太
宰
治
『
俗
天
使
』
論
「
提
造
」
さ
れ
た
手
紙
の
問
題
に
よ
っ
て
、
揺
れ
動
く
語
り
手
「
私
」
と
、
そ
の
意
識
の
移
り
変
わ
り
の
め
ま
ぐ
る
し
さ
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
内
容
に
お
い
て
は
、
約
三
ヶ
月
分
の
日
記
か
ら
取
捨
選
択
し
、
一
日
の
出
来
事
に
再
構
成
さ
れ
た
。
有
明
日
記
か
ら
採
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
太
宰
が
創
作
し
加
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は
、
作
品
中
で
見
事
に
調
和
し
、
「
女
生
徒
」
の
夢
想
、
揺
れ
動
く
心
情
、
思
春
期
の
不
安
定
さ
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
『
女
生
徒
』
は
、
有
明
淑
と
い
う
「
女
生
徒
」
の
日
記
に
、
太
宰
が
日
記
か
ら
受
け
た
イ
メ
ー
ジ
と
、
太
宰
の
「
女
生
徒
」
観
が
付
加
さ
れ
た
作
品
だ
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
『
女
生
徒
』
の
素
材
と
な
っ
た
日
記
の
作
者
、
あ
る
意
味
で
『
女
生
徒
』
の
モ
デ
ル
と
も
い
え
る
有
明
淑
が
、
太
宰
の
他
の
作
品
に
も
影
響を与えている。それが『俗天使』（昭和十五年）だ。『俗天使』
に
は
、
太
宰
宛
て
に
送
ら
れ
た
有
明
淑
の
手
紙
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
掲
の
津
島
美
知
子
の
『
女
生
徒
』
成
立
事
情
の
言
及
中
に
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
『
俗
天
使
』
の
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
事
実
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
櫻
田
俊
子
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太宰治『俗天使』論
と
言
及
し
て
い
る
。
相
馬
正
一
は
、
「
津
島
美
知
子
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
俗
天
使
」
（
昭
和
十
五
年
一
月
『
新
潮
上
は
、
一
部
の
人
物
の
呼
称
を
の
ぞ
く
と
ほ
ぼ
淑
子
の
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
。
」
と
述
べ
て
（桃２〉
い
る
。
津
島
美
知
子
は
、
後
に
も
「
そ
の
後
Ｓ
子
さ
ん
か
ら
届
い
た
手
紙
（太宰が「俗天使」に取り入れた手紙）」（『太宰治全集第三巻』
「
月
報
」
昭
和
五
十
年
）
と
述
べ
て
お
り
、
有
明
淑
の
手
紙
は
、
そ
の
ま
ま
引
用
、
或
い
は
ほ
ぼ
引
用
に
近
い
状
態
で
、
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と判断してよいのではないだろうか。
『
俗
天
使
』
の
手
紙
部
分
と
、
有
明
淑
の
日
記
を
比
較
し
て
み
る
と
、
表
記
揺
れ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
登
場
す
る
人
物
の
共
通
性
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
い
く
つ
か
示
す
と
、
作
品
中
「
淋
し
」
い
と
「
寂
し
い
」
の
混
用
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
有
明
日
記
で
も
同
様
の
混
用
が
あ
る
。
『
女
生
徒
』
で
も
同
様
に
混
用
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
中
の
「
銀
座
の
ロ
ー
ヤ
ル
」
は
、
有
明
日
記
の
六
月
二
日
に
「
学
校
の
帰
へ
り
ロ
ー
ヤ
ル
に
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
『
俗
天
使
』
と
有
明
淑
の
関
わ
り
は
、
昭
和
一一十三年に、津島美知子が、
の点を照射し、『俗天使』を考察するものである。
「俗天使」のおしまひの手紙の主は、「女生徒」のＳ子さん
である。冑太
宰
治
全
集
第
四
巻
』
「
付
録
」
八
雲
書
店
昭
和
二
十
三
年
）
手
紙
の
主
有
明
淑
行
っ
て
靴
を
貢
ふ
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
手
紙
中
に
お
い
て
も
、
銀
座
ロ
ー
ヤ
ル
で
購
入
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
靴
に
関
す
る
叙
述
は
、
有
明
自
身
が
既
に
発
表
さ
れ
た
『
女
生
徒
』
を
意
識
し
て
、
わ
ざ
と
、
後
日
談
『
女
生
徒
』
以
後
の
報
告
と
し
て
、
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
お
寺
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
友
人
も
、
有
明
日
記
に
「
お
寺
さん」との記述がある。『女生徒』には、「お寺のキン子」さん
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
手
紙
と
有
明
日
記
に
み
ら
れ
る
、
表
記
揺
れ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
登
場
人
物
の
共
通
性
か
ら
も
、
手
紙
部
分
は
、
有
明
に
よ
る
も
の
だ
と
裏
付
け
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
また、手紙の主から、「サビガリさん。」と呼ばれるが、「サ
ビガリ」とは津軽地方の方言で、「寒がり」を意味する語であ
り
、
『
女
生
徒
』
以
後
、
太
宰
と
交
流
が
あ
っ
た
有
明
が
、
こ
の
言
葉
を
（雌３）
太
宰
か
ら
知
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
太
宰
が
、
有
明
か
ら
、
手
紙
を
受
け
取
っ
て
か
ら
作
品
中
に
引
用
す
る
ま
で
を
辿
っ
て
み
る
と
、
作
中
手
紙
に
、
「
け
ふ
夕
方
、
お
母
さ
ん
が
『女生徒』を読みたいとおっしゃいました。」とあるから、『女
生
徒
』
発
表
の
、
昭
和
十
四
年
四
月
か
ら
、
『
俗
天
使
』
の
発
表
、
昭
和
十
五
年
一
月
ま
で
の
、
約
九
ヶ
月
の
間
に
、
太
宰
は
有
明
淑
か
ら
手
紙
を
受け取り、『俗天使』作品中に引用したと考えられる。
次
に
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
手
紙
の
内
容
を
考
察
す
る
。
ま
ず
手
紙
は
、
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
る
。
手
紙
の
「
私
」
は
、
冒
頭
か
ら
の
語
り
手
の
「
私
」
に
向
か
っ
て
「
を
ぢ
さ
ん
、
サ
ビ
ガ
リ
さ
ん
。
」
二
手
紙
に
描
か
れ
た
『
女
生
徒
』
後
の
「
女
生
徒
」
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と呼びかける。「私」からみた、「をぢさん」は、「毎日毎日チ
クチク小説ばっかり書いて」「いつもドテラ着て家に居る人間」
で
「
運
動
の
明
る
さ
と
、
元
気
を
必
要
と
」
す
る
。
こ
の
呼
び
か
け
か
ら
、
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
相
手
が
、
冒
頭
か
ら
の
語
り
手
の
小
説
家
「
私
」
で
あ
る
こ
と
が
読
者
に
は
判
断
さ
れ
る
。
語
り
手
「
私
」
の
状
況
が
、
手
紙
の
「
私
」
を
通
し
て
語
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
、
一
人
称
で
、
内
的
な
視
点
で
語
ら
れ
て
い
た
語
り
手
の
「
私
」
が
、
手
紙
の
「
私
」
に
よって、外的な視点から読者に示されろ。
「
け
ふ
も
、
ま
た
を
ぢ
さ
ん
を
、
う
ん
と
笑
は
せ
て
あ
げ
ま
す
。
」
と
手紙の主が語るのは、『女生徒』のその後だと思われる内容だ。
『
女
生
徒
』
を
既
に
読
ん
で
い
る
読
者
に
は
、
手
紙
の
「
私
」
が
『
女
生
徒
』
の
「
私
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
手
紙
に
書
か
れ
る
の
は
、
靴
を
買
っ
た
こ
と
、
「
お
寺
さ
ん
」
と
買
い
物
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
、
自
身
の
日
常
で
あ
る
。
語
り
手
「
私
」
の
言
説
は
、
『
女
生
徒
』
の
「
私
」
と
同
様
に
、
話
題
が
飛
躍
し
、
「
私
」
の
意
識
は
め
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
『
女
生
徒
』
の
「
私
」
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
手
紙
の
送
り
手
の
「
を
ぢ
さ
ん
」
に
何
度
も
「
つ
ま
ら
な
い
？
」
と
質
問
す
る
点
で
あ
る
。
『
女
生
徒
』
中
に
は
、
「
お
父
さ
ん
」
や
「
あ
な
た
」
に
呼
び
か
け
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
呼
び
か
け
は
、
返
事
を
期
待
し
て
い
な
い
、
独
白
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
『
俗
天
使
』
の
、
手
紙
の「私」は、どの話題に対しても、「つまらない？」「だめだわ
ね
」
と
「
を
ぢ
さ
ん
」
に
念
を
押
す
。
手
紙
の
「
私
」
は
、
も
う
『
女
生
徒
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
「
女
生
徒
」
で
は
な
い
。
そ
こ
に
表
出
す
る
の
は
、
相
手
の
反
応
を
気
に
す
る
、
の
び
の
び
と
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
元「女生徒」の姿である。もはや、手紙の送り主、「私のこと」
を
『
女
生
徒
』
に
「
上
手
に
書
い
て
下
さ
□
た
小
説
家
「
を
ぢ
さ
ん
」
の
反
応
を
見
て
、
逆
に
『
女
生
徒
』
に
描
か
れ
る
よ
う
な
「
女
生
徒
」
た
らんとする「私」。そこには、他者「をぢさん」の評価を気に
し
、
小
説
の
素
材
と
し
て
お
も
し
ろ
い
事
を
提
供
で
き
る
か
否
か
に
自
身
の価値、自己の存在意義がおかれた「私」が表出している。
さらに、「私」自身がそのことに気づいている様子がところ
ど
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
る
。
「
や
っ
ぱ
り
、
つ
ま
ら
な
い
？
ど
う
し
た
の
で
せ
う
ね
。
を
ぢ
さ
ん
に
も
、
わ
る
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
よ
・
あ
た
し、ときどき、さう思って淋しくなります。」「なんだか、みん
な自信が無くなっちゃった。」「私は、このごろ、とても気取っ
て
居
り
ま
す
。
を
ぢ
さ
ん
が
私
の
こ
と
を
、
上
手
に
書
い
て
下
さ
っ
て
、
私
は
、
日
本
全
国
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
す
も
の
ね
。
あ
た
し
は
、
寂
し
いのよ・笑っては、いや。ほんたうよ・」「げびてまゐります。」
「
も
う
く
だ
ら
な
い
自
分
だ
け
で
安
心
し
て
し
ま
う
の
で
す
の
。
」
こ
れ
ら
の
箇
所
に
は
、
揺
れ
る
感
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
の
「
私
」
は
、
自
分
の
日
記
を
素
に
「
を
ぢ
さ
ん
」
が
『
女
生
徒
』
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
う
一
方
で
、
「
寂
し
い
」
と
言
う
。
「
け
ふ
も
笑
わ
せ
て
あ
げ
ま
す
」
と
意
気
込
ん
だ
手
紙
は
、
い
つ
の
間
に
か
自
身
に
よ
っ
て
、
「
だ
め
だ
わ
ね
」
と
否
定
さ
れ
、
自
身
を
「
く
だ
ら
な
い
自
分
」
だ
と
述
べ
る
。
手
紙
の
「
私
」
は
、
『
女
生
徒
』
に
描
か
れ
る
「
女
生
徒
」
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
て
、
「
女
生
徒
」
に
踏
み
と
ど
ま
ろ
う
と
し
つ
つ
、
そ
う
す
れ
ば
そ
う
す
る
ほ
ど
、
か
つ
て
の
『
女
生
徒
』
と
は
乖
離
し
て
い
く
自
分
を
感
じ
て
い
る
。
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作
品
に
お
い
て
こ
の
手
紙
の
持
つ
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
冒
頭
、
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
最
後
の
審
判
」
の
写
真
版
を
見
た
事
によって、食事を中断させた「私」は、「キリスト」の、手の
甲
と
足
の
「
ま
っ
く
ろ
い
大
き
い
傷
口
」
に
、
自
分
の
苦
悩
を
重
ね
て
い
る
よ
う
だ
。
「
私
」
が
も
う
一
つ
注
目
し
て
い
る
、
「
キ
リ
ス
ト
」
に
寄
り
添
う
「
母
」
Ⅱ
「
聖
母
」
に
与
え
ら
れ
た
言
葉
は
、
「
若
い
小
さ
い
処女のままの」「初々しく寄り添ひ」「うつむいて、ひっそりし
ず
ま
り
、
幽
か
に
も
の
思
い
つ
つ
在
る
」
と
い
う
ひ
そ
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
聖
母
」
を
「
軽
々
し
く
、
形
容
し
て
は
い
け
ない」「誰にも見せず、永遠にしまって置きたい思ひ」「無上」
とし、「私にも、晒巷の聖母があった。」と、以下、自身の「聖
母」として、挙げられるのは、「支那そばやの女中さん」「丸顔
の看護婦さん」「私」が湯治場を去る際見送りにきた「娘さん」
である。
「晒巷の聖母」達を表現する「こっそり」「だまって」「上品」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
先
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
聖
母
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
女
性
達
で
あ
る
が
故
に
、
「
聖
母
」
を
表
現
し
て
い
る
語
と
イ
メージが共通している。以後、
も
う
、
種
が
無
く
な
っ
た
。
あ
と
は
、
提
造
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
何
も
、
も
う
恩
ひ
出
が
無
い
の
で
あ
る
。
語
ら
う
と
す
れ
ば
、
提
造
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
だ
ん
だ
ん
、
み
じ
め
に
な
っ
て
来
る
。
一
一
一
タ
イ
ト
ル
「
俗
天
使
」
の
意
味
す
る
も
の
と、作品は閉じられる。
こ
こ
で
、
手
紙
の
「
私
」
は
、
「
貧
し
い
マ
リ
ヤ
」
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
否
、
私
は
、
手
紙
の
「
私
」
は
、
「
貧
し
い
マ
リ
ヤ
」
と
い
う
よ
り、「俗天使」だったのではないか、と考える。「順巷の聖母」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
女
性
達
は
、
語
り
手
の
「
私
」
を
、
治
癒
し
、
世
話
を
し
、
見
守
る
、
許
す
、
と
い
っ
た
存
在
で
あ
る
。
彼
女
達
に
対
時
した時の「私」は、いつでも、恥ずかしさや差恥を伴う。「私」
に
、
暖
か
く
手
を
差
し
伸
べ
、
声
を
か
け
、
受
け
止
め
る
女
性
達
は
、
ま
さ
に
、
自
身
を
キ
リ
ス
ト
と
重
ね
合
わ
せ
た
「
私
」
に
と
っ
て
ミ
ヶ
ラ
ン
ジェロの「聖母」のような存在なのである。彼女達は、多くの
言
葉
を
持
た
な
い
。
対
し
て
、
手
紙
の
主
の
「
私
」
は
、
多
く
の
言
葉
を
持ち、饒舌で、言語化に執着しているかのようだ。「をぢさん」
に
語
り
か
け
な
が
ら
も
、
関
心
の
半
分
は
、
自
身
の
在
り
様
に
向
け
ら
れ
ており、自己確定に揺らいで、その自己確定のために、語り手
の「私」を頼り、必要とする。その点において、「順巷の聖母」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
他
の
女
性
達
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
手
紙
と
の
言
葉
の
後
に
、
手
紙
が
登
場
す
る
。
だ
ら
だ
ら
と
書
い
て
み
た
が
、
あ
ま
り
面
白
く
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
せ
い
ぜ
い
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
、
私
の
貧
し
い
マ
リ
ヤ
か
も
知
れ
な
い
。
実
在
か
ど
う
か
は
、
言
ふ
ま
で
もない。作者は、いま、理由もなく不気嫌である。
ひ
と
つ
、
手
紙
で
も
書
い
て
み
よ
う
。
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先
に
考
察
し
て
き
た
手
紙
の
内
容
を
、
作
品
全
体
か
ら
捉
え
て
み
ろ
と
、
作
品
中
で
、
語
り
手
の
「
私
」
は
、
自
身
を
「
私
は
、
弱
行
の
男
で
あ
る
。
私
は
、
御
気
嫌
買
ひ
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
が
、
そ
の
「
私
」
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
る
、
手
紙
の
「
私
」
も
手
紙
の
送
り
手
に
向
か
っ
て
「
御
気
嫌
買
ひ
」
し
て
い
る
。
ま
た
、
手
紙
の
「
私
」
の
日
常
の
出
来
事
を
列
挙
し
な
が
ら
も
、
結
局
「
い
い
話
」
を
提
供
出
来
ず
、
逵
巡
す
る
「
私
」
の
苦
し
み
住
は
「
も
う
書
き
た
く
な
く
な
っ
た
」
が
「
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
「
種
が
無
く
な
っ
た
」
と
作
品
中
で
吐
露
し
て
い
えい
るか
。○
の
「
私
」
は
、
「
聖
母
」
で
は
な
く
作
家
の
俗
化
を
告
げ
る
役
割
を
果
た
し、自らも俗化し俗にある「俗天使」だと、私には思われる。
『女生徒』の題材となる言葉を提供し、『女生徒』成立のきっ
か
け
を
運
び
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
は
、
か
っ
て
手
紙
の
「
私
」
は
、
小
説
家
で
あ
る
「
を
ぢ
さ
ん
」
に
と
っ
て
、
「
天
使
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
や
手
紙
の
「私」、彼女の立つ地平は、全体の語り手の「私」と同じとこ
ろ
で
あ
り
、
抱
え
る
問
題
は
、
語
り
手
の
「
私
」
と
同
じ
と
こ
ろ
に
陥
っ
て
い
る
。
手
紙
の
「
私
」
は
、
今
、
ま
さ
に
、
俗
に
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
俗
化
を
通
し
て
、
作
家
の
俗
化
を
知
ら
し
め
る
、
「
俗
」
を
告
げ
る
「天使」ではないか。だからこそ、結末の一文で作者が登場し、
「不気嫌である」と結ばれるのではないだろうか。
以
上
の
理
由
で
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
が
、
作
中
に
一
言
も
出
て
こ
な
い
「俗天使」であることは、私には至極納得がいく。「貧しいマリ
ヤ
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
し
た
答
え
が
、
「
俗
天
使
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
いか。「俗天使」とは、手紙の「私」を指したものだと、私は考
作
品
に
生
じ
る
も
う
一
つ
の
問
題
、
手
紙
を
「
提
造
」
だ
と
し
た
点
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
。
海老井英次は、
る
現
在
の
作
者
に
も
ふ
り
か
か
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
作
者
を
自
己
内
省
へ
導
く
必
然
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
作
者
は
、
「
理
由
も
な
く
不
気
嫌
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
手
紙
の
「
私
」
の
言
説
は
、
書
け
な
く
な
っ
た
小
説
家
の
姿
と
ぴ
っ
た
り
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
も
う
小
説
の
題
材
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
提
供
出
来
な
い
Ⅱ
書
け
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、
書
い
て
い
る
手
紙
の
「
私
」
と
、
小
説
を
「
書
き
た
く
な
く
な
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
「
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
書
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
手
紙
を
小
説
の
題
材
と
し
て
書
い
て
い
る
語
り
手
の
「
私
」
。
こ
の
作
品
は
、
二
十
世
紀
型
小
説
の
、
書
け
な
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
作
品
で
、
入
れ
子
式
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
かくて「私」は「握造」という方法に身を傾ける。「提造」
と
は
「
本
当
は
な
い
事
を
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
っ
て
作
り
上
げ
る
こ
と」であり、「事実」や「真実」という概念が確乎として
い
る
世
界
で
は
、
も
と
よ
り
否
定
的
な
意
味
合
い
が
強
い
が
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
は
小
説
を
書
く
と
い
う
こ
と
の
本
来
的
な
あ
り
方ではないか。
以
下
、
「
ひ
と
つ
、
手
紙
で
も
書
い
て
見
よ
う
」
と
こ
と
わ
っ
て
、
「
私
」
の
手
紙
と
、
読
者
に
は
予
想
さ
せ
た
上
で
、
書
簡
体
の
文
章
四
「
提
造
」
さ
れ
る
手
紙
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太宰治『俗天使』論
と
論
じ
て
い
る
が
、
事
実
は
、
全
く
逆
で
あ
る
。
考
察
し
て
き
た
と
お
り
、
こ
の
手
紙
は
全
く
の
創
作
で
は
な
く
、
実
際
に
送
ら
れ
た
有
明
か
ら
の
手
紙
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
を
作
者
は
「
提
造
」
だ
と
し
て
い
る
。
『
女
生
徒
』
の
成
立
事
情
を
知
ら
な
い
読
者
は
、
『
女
生
徒
』
が
素
材
な
ど
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
創
作
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
そ
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
『
女
生
徒
』
の
「
私
」
が
書
い
た
手
紙
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
の
手
紙
も
、
創
作
で
あ
る
と
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
太
宰
が
「
樫
造
」
だ
と
断
っ
て
有
明
の
手
紙
を
引
用
す
る
こ
と
、
「
実
在かどうかは言ふまでもない。」と断っておいて、「実在」して
い
る
有
明
の
言
葉
を
引
用
す
る
こ
と
の
意
図
は
、
有
明
の
『
女
生
徒
』
受
容
か
ら
、
明
ら
か
に
し
た
い
。
有
明
淑
自
身
は
『
女
生
徒
』
を
ど
う
受
け
容
れ
て
い
た
の
か
。
が書き連ねられているが、それは実は「おぢさん」と「私」
に
呼
び
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
「
女
生
徒
」
の
手
紙
な
の
で
ある。その書き手が太宰の一年程前の作品「女生徒」（「文
学
界
」
昭
和
一
四
〈
一
九
三
九
〉
年
四
月
）
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
は
、
大
方
の
読
者
に
は
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
手
紙
は、「私」が目分で「手紙でも書いて見よう」と書き始め
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
作
品
「
女
生
徒
」
の
主
人
公
か
ら
の
自
分
宛
の
も
の
に
化
け
て
お
り
、
ま
さ
に
「
提
造
」
そ
の
も
の
で
あ
る。（。聖母」の幻想と「女生徒」の饒舌ｌ「俗天使」試読」
『
太
宰
治
研
究
５
』
和
泉
書
院
平
成
十
年
）
津
島
美
知
子
の
こ
の
言
及
は
、
先
に
述
べ
た
、
『
俗
天
使
』
の
手
紙
中
の
、
自
分
の
母
親
に
『
女
生
徒
』
を
読
み
た
い
と
言
わ
れ
る
場
面
や
、
先
に
挙
げ
た
「
私
は
、
こ
の
ご
ろ
、
と
て
も
気
取
っ
て
居
り
ま
す
。
を
じ
さ
ん
が
私
の
こ
と
を
、
上
手
に
書
い
て
下
さ
っ
て
、
私
は
、
日
本
全
国
に
知
られてゐるのですものね。」との表現を想起させる。
太
宰
に
送
っ
た
自
身
の
日
記
が
素
材
と
な
り
『
女
生
徒
』
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
有
明
が
満
足
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
故
、
有
明
は
『
女
生
徒
』
の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
、
自
身
が
作
品
の
素
材
と
な
ろ
う
す
る
意
識
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
或
い
は
、
確
信
犯
的
に
同
一
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
有
明
は
、
自
分
Ⅱ
『
女
生
徒
』
の
「
私
」
と
考
え
、
そ
の
意
識
の
あ
ま
り
、
『
女
生
徒
』
に
逆
に
近
づ
い
て
い
こ
う
、
と
し
て
い
た
の
で
は
な
いか。だか
ら
こ
そ
、
手
紙
の
主
、
有
明
は
、
何
度
も
確
認
せ
ず
に
お
れ
な
い
。
他
者
（
小
説
家
太
宰
）
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
自
己
確
定
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
有
明
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
も
は
や
太
宰
に
「
お
も
し
ろ
い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
そ
れが叶わないとき、「自信が無くなっちゃった」「だめな子かも
知
れ
ま
せ
ん
」
「
く
だ
ら
な
い
自
分
」
「
げ
び
て
ま
ゐ
り
ま
す
」
と
卑
下
す
の
ち
に
、
ま
た
、
大
へ
ん
小
柄
の
母
堂
が
、
わ
ざ
わ
ざ
三
鷹
へ
お
訪ね下さって、「『女生徒』に上手に書いて下さって、日本
中
に
広
く
よ
ま
れ
、
蔭
な
が
ら
、
名
誉
に
、
う
れ
し
く
存
じ
て
ゐ
ま
す。」といふ、御言葉であった。
「
太
宰
治
全
集
第
三
巻
』
「
月
報
」
筑
摩
書
房
昭
和
五
十
年
）
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る。そ
も
そ
も
、
有
明
は
、
日
記
を
何
故
太
宰
に
送
っ
た
の
か
。
有
明
は
、
日
記
執
筆
当
時
十
九
歳
、
洋
裁
学
校
の
生
徒
で
、
読
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
（桃４）
（胱５）
が
、
日
記
の
記
述
か
ら
伺
わ
れ
る
。
太
宰
の
愛
読
者
で
は
あ
っ
た
が
、
日
記
中
に
は
、
太
宰
や
太
宰
作
品
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
何
故
他
の
作
家
で
は
な
く
太
宰
に
送
っ
た
の
か
、
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
日
記
に
は
「
こ
れ
を
う
ん
と
書
い
て
、
安
っ
ぽ
い
雑
誌
で
も
い
い
、
出
る
様
に
（縦６）
な
れ
ば
な
い
シ
な
あ
－
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
日
記
を
記
述
す
る
時
点
で
、
在
る
程
度
他
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
ことが伺える。「虚構の坊僅」（昭和十二年）の「著者略歴」の
住
所
を
見
て
送
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
「
虚
構
の
坊
樫
」
中
の
『
虚
構
の
春
』
が
書
簡
を
集
め
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る。自
身
の
日
記
が
素
材
と
な
り
、
『
女
生
徒
』
と
し
て
発
表
さ
れ
た
時
、
あ
る
意
味
で
、
有
明
の
夢
は
実
現
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
夢
が
、
現
実
の
も
の
と
な
り
、
自
分
の
言
葉
が
、
（
自
身
の
在
り
様
）
が
『
女
生
徒
』
と
い
う
作
品
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
記
は
、
太
宰
に
よ
っ
て
作
品
化
さ
れ
た
時
点
で
、
有
明
の
手
を
離
れ
た
。
日
記
が
素
材
と
な
り
、
あ
る
意
味
ではモデルとなったとは言えても、有明淑Ⅱ『女生徒』の「私」
で
は
な
い
。
彼
女
の
、
『
女
生
徒
』
の
「
私
」
で
あ
り
続
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
到
底
実
現
不
可
能
な
試
み
で
あ
る
。
喜
び
の
一
方
で
、
と
ま
ど
う
姿
。
こ
の
手
紙
に
は
、
有
明
淑
の
複
雑
な
心
境
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
有
明
の
、
「
女
生
徒
」
で
あ
り
続
け
よ
う
と
意
識
し
た
瞬
間
に
壊
れ
て
し
ま
う
、
「
女
生
徒
」
で
は
も
は
や
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
点
は
、
小
説
の
中
に
自
意
識
が
入
り
込
ん
で
、
小
説
自
体
が
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の
との見解には肯けない。『俗天使』の手紙部分は、「蛇足」では
な
く
、
二
十
世
紀
小
説
の
方
法
、
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
に
触
れ
て
お
り
、
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
の
「
俗
天
使
」
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
俗
天
使
』
は
、
女
性
の
一
人
称
独
白
体
の
作
品
群
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。
根
岸
泰
子
は
、
が
、
二
十
世
紀
小
説
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
作
品
の
構
造
と
重
な
っ
て
い
る
。
書
け
な
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
作
者
の
言
説
と
重
な
り
、
有
明
淑
の
言
葉
は
、
再
び
作
品
と
し
て
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
こ
の
手
紙
も
日
記
同
様
、
書
き
手
有
明
の手を離れ、作品となる過程で「提造」Ⅱ創作となる。
以
上
、
考
察
の
結
果
、
手
紙
部
分
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
関
谷
一
郎
が、『女生徒』を論じた中での、『俗天使』に対する言及、
後
の
「
千
代
女
」
が
「
書
け
な
く
な
っ
た
女
学
生
」
を
扱
っ
て
い
る
の
に
は
、
「
女
生
徒
」
の
発
表
が
有
明
家
の
人
々
に
与
え
た
影
響
も
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
「
女
生
徒
」
ｌ
可
憐
で
魅
力
が
あ
り
、
少
し
は
高
貴
で
も
あ
る
少
お
わ
り
に
「
俗
天
使
」
の
女
学
生
は
、
形
の
上
で
は
「
女
生
徒
」
と
直
結
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
苦
し
ま
ぎ
れ
の
蛇
足
と
い
う
ほ
か
な
い
。
（
『
女
生
徒
』
試
読
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
昭
和
六
十
二
年
）
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太宰治『俗天使』論
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
女
生
徒
』
発
表
後
の
有
明
の
言
葉
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
『
俗
天
使
』
は
、
手
紙
部
分
に
見
ら
れ
る
「
私
」
の
不
安
定
さ
と
、
自
意
識
の
問
題
、
他
者
の
評
価
に
自
己
確
定
を
委
ね
、
成
就
さ
れ
な
か
っ
た
時
、
自
身
を
「
だ
め
な
子
」
と
す
る
、
書
け
な
く
な
っ
た
少
女
の
言
説
と
い
う
意
味
に
お
い
て
『
女
生
徒
』
か
ら
『
千
代
女
』
の
間
に
位
置
す
る
作
品
と
い
え
る
。
ま
た
、
他
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
自
己
確
定
で
き
る
と
い
う
点
で
は
、
『
待
つ
』
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
く
と
私
は
捉
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
『
俗
天
使
』
の
手
紙
部
分
は
、
決
し
て
「
蛇
足
」
で
は
な
く
、
『
俗
天
使
』
は
、
以
降
、
太
宰
の
中
期
、
女
性
の
一
人
称
独
白
体
の
作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
註
記註２
『
太
宰
治
の
「
女
生
徒
」
と
有
明
淑
の
日
記
』
「
資
料
集
第
一
輯
有
明
淑
の
日
記
」
（
青
森
県
近
代
文
学
館
協
会
平
成
十
二
年
）
註
３
当
時
、
有
明
淑
は
練
馬
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
津
軽
地
方
の
方
言
を
知
る
機
会
は
太
宰
か
ら
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
太
宰
と
有
明
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
津
島
美
知
子
『
増
補
改
訂
版
回
想
の
太
註
１
「
資
料
集
第
云
会
平
成
十
二
年
）
女
」
「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
學
燈
社
平
成
十
一
年
）
本
稿
中
の
有
明
日
記
に
関
す
る
言
及
は
、
全
て
こ
の
資
料
集
に
拠
っ
ている。
第
一
輯
有
明
淑
の
日
記
」
（
青
森
県
近
代
文
学
館
協
付
記
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。
な
お
『俗天使』の引用は、『太宰治全集第一一一巻』（筑摩書房
平
成
元
年
）
に
拠
っ
た
。
宰
治
』
（
人
文
書
院
平
成
九
年
）
に
詳
し
い
。
註
４
有
明
日
記
中
に
登
場
す
る
作
品
は
、
志
賀
直
哉
『
暗
夜
行
路
』
川
端
康
成
『
雪
國
』
永
井
荷
風
『
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
』
『
趨
東
綺
諏
』
岡
本
か
の
子
『
や
が
て
五
月
に
』
『
母
子
叙
情
』
ア
ミ
ー
チ
ス
『
ク
オ
レ』など、約三十である。
註
５
津
島
美
知
子
『
回
想
の
太
宰
治
』
人
文
書
院
昭
和
五
十
三
年
註
６
「
資
料
集
第
一
輯
有
明
淑
の
日
記
」
に
拠
る
。
日
記
の
冒
頭
、
第
一
日
目
に
あ
た
る
、
四
月
三
十
日
の
記
述
に
あ
る
。
日
記
執
筆
は
昭
和
十
三
年
、
私
見
で
は
、
当
時
の
綴
り
方
教
育
、
豊
田
正
子
の
『綴り方教室』の影響があると思われる。
（
さ
く
ら
だ
と
し
こ
・
博
士
課
程
一
年
）
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